
愛臨技学術部研究班活動報告書 

 

所属︓輸血検査研究班  提出⽇︓令和 4 年 5 月 27 ⽇ 報告者︓松浦 秀哲 

 

⾏事種別 研究会 ⾏事番号 220000048 

開催⽇ 令和 4 年 5 月 14 ⽇ (土)〜 令和 4 年 5 月 27 ⽇ (⾦) 

時 間 開 始 ― 終 了 ― 

場 所        Web 配信(オンデマンド配信) 

テーマ 「みんなで知ろう︕輸血療法の基礎の基礎〜いまさら聞けない輸血の基本〜」 

⽣涯教育履修点数 専門教科 20 点  

司 会 なし 

講 師 

1. 基本操作/いまさら聞けない輸血のなぜ 

社会医療法⼈宏潤会 大同病院 稲⽣千絵美 

2. 血液型について 

JA 愛知厚⽣連 豊田厚⽣病院 松井貴弘 

3. 不規則抗体検査/交差適合試験 

JA 愛知厚⽣連 江南厚⽣病院 市川 潤 

4. 製剤管理について 

社会医療法⼈大雄会 総合大雄会病院 関山真実 

内 容 

令和 4 年度の第 1 回研究会は新⼈技師や異動した技師を対象に輸血医療の基本を確認す

ることができる内容とした。タイトルも“いまさら聞けない輸血の基本”とし、何気なく

実施している操作などの意義についても詳説した。基本操作は、すべての検査に共通す

る重要かつ基本的な内容を丁寧に解説していた。血液型検査では、検査の手技はもちろ

ん、患者誤認を防ぐ方策までしっかりと説明していた。不規則抗体検査、交差適合試験

では、免疫学的な視点で⾚血球凝集反応を説明することで手技の意味を深く理解できる

講演であった。研究会では、基本操作、血液型検査、不規則抗体検査、交差適合試験と⼀

般的な医療機関で実施される輸血検査を網羅し、さらには輸血管理部門として必要不可

⽋な製剤管理についても⾔及した。輸血部門の専従技師であれば、当たり前のことであ

っても非専従の方にとっては理解しにくいことも多い。そういった背景を鑑み、検査に

留まらない研究会の内容であった。 

参加者 
総数︓445 名（会員 303 名、県外会員 141 名、非会員 0 名、賛助会員 1 名、学⽣ 0 名、 

その他 0 名）(レポート提出 307 名) 

共催、後援など なし 

2022.5.27 


